
第2部 「ローマ字文の書き方」舟if説

「ロ ー マ字文の書き方」解説

義務教育の期間中に， いわゆるローマ字教育が採り入れられたのは， 昭

和22年4月からであった。 さきごろ学悧指導要領が改定され， 昭和36

年度からローマ字教育は必修となった。

これまで， ロ ーマ字文の学摺指導におけるローマ字文の書き方（つづり

方・わかち書き・符号の使い方）の埜準とされていたものは，II召手II 22年

2月に文部省から発表された「ローマ字文の書き方」であった。

これまでの「教科用図書検定柚準」で「ロ ーマ字文のばき方」は一つの

よりどころとはなっていたが， 必ずしぶ， それ以外の書き方を認めないと

いうわけではなかったので，実際にローマ字文の学苦指腐（教科内を含む。）

において用いられていたロ ー マ字文の書き方は、 細かくみれば， いくとお

りかが行なわれていた。

ところで｀ その後、 つづり方については， その単一化が実旋され｀ また，

前述のように， 学苦指樽要領が改定されたのに伴って， 新しく「教科川図

書検定悲準」が定められた。 しかし，のちに述べるようにわかち；1［きに関

するきまりは特に定められていない。 このようにして， ロ ー マ字文の学叫

指導において用いられるローマ字文の書き方は， 一面においては単一化さ

れ， 一面においては自由となったのである。

そこで， 以下，指導上の参考として，「ローマ字文の書き方」を引用しつ

つ， その後の移り変わりを述べ， 必嬰に応じて， あわせて解説を加えてい

くこととした。

注1: 「ローマ字文の書き方」から引Jllした部分は， わくて世1んである。
注2: 引用にあたって， 用字は， 原文との同一性をそこねないかぎり， 現行
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の用字法に改めた。
注3： 解説の便宜上，引用文であることも示ナわくの外に つづりカ ・ わか

ち書きのしかた ・ 符号の使い方ごとに たとえはCI]のように番号を
つけ， また， 必要に応じ， ゎ＜内の文にも（例1)のように番号をつ
けてある。

§ 1 つつ
｀

リ方

[I ]

1 直 脅
a I cl e 

イ（ヰ） ウ エ（エI叫ヲ）
ka ki ku ke ko ga gi gu ge go ヵ キ ク ヶ コ ガ ギ グ ゲ コや

,a St SU se S() za Zl zu ze zo 
サ シ ス 七

·
ソ ザ ジ（ヂ）ズ（ヅ） ゼ

ta ti tu t c to cla de do 
夕 チ ツ テ 卜 ダ フ--

na nl nu ne no 
二 ヌ ネ

ha hi hu hc ho ba bi bu be bo .,、 ヒ フ ヘ ホ ，，ゞ ビ ブ ベ ボ�
ma Inl mu me mo pa pl pu pe po
---.;’ 

ミ ム メ -"- ，，＜ ピ プ ペ

-va yu yo 
コ· ヨ

ra rl ru re ro 
リ ）レ レ 口

wa 
I/ 

「ヰ」「ヱ」は現代かなづかいの実施以米，現代口語文を計く場合には使

われないが， 「 ヲ」は 現代かなづかいにおいても，助詞として，また，「ヂ」
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第2部 「ローマ字文の書き方」解説

「ヅ」は， いわゆる連濁・連呼の場合に用いられている。 しかし， ロ ーマ字

で， 語や文を書く場合に， 書き表わされているかな文字の各音節ごとに，

上に掲げたつづり方の表に従って翻字すればよいとはかぎらない。

ロ ー マ字による語・文の書き表わし方と， 現代かなづかいによる語・文

の書き表わし方とは， ともに， それぞれ独自の体系に賭づいて定まってい

るので， それぞれにその体系に従って書き表わすことが必要である。 この

ことについては，「ローマ字文の書き方」においても， よう音・長音·つま

る音•その他について， 以下順次触れているが， 次のように， 助詞の書き

表わし方も， 現代かなづかいと， ロ ー マ字とで異なっている。

0「じ・ぢ， ず・づ」の書き表わし方

上しん（地震） Zl．SI
． 

Il 

互ぢむ（縮む） t1.z1. mu 

はな互（鼻血） hanazi 

主が（図画） zuga 

つ乏＜ （続く） tuzuku 

みか乏き（三日月） mikazuki 

0助詞の書き表わし方

いぬがお金ふる。（犬が尾を振る。）

Inu ga o _Q_ huru. 

それはわになっている。（それは輪になっている。）

Sore 匹 wa ni natte i ru. 

にわ巳昼いない。（庭にはいない。）

「ローマ字文の書き方」解説

つりばりミえ査つける。（つり針へえをつける。）

Turi bari e e o tukeru. 

CIIJ 

2 ょう音（拗音）
kya kyu kyo gya gyu gyo 
キャ キュ キョ ギャ ギュ ギョ
sya syu 、 syo zya zyu ryo 
シャ ンヽ ／ ュ ンヽ ョ ジャ（ヂ心 、ジュ（ヂュ） ジ ョ （ヂ ョ ）
tya tyu 1yo 
チャ チュ チョ
nya nyu nyo 
ニャ ーュ ニ

ョ

hya hyu hyo hya hyu hyo 
ヒャ ヒュ ヒョ ビャ ビュ ビ‘

ョ

mya myu myo pya pyu pyo 
ミャ ミヽユ ミ、 ヨ ピャ ピュ ピョ

rya ryu ryo 
リャ リュ リョ

よう音は現代かなづかいでは， ャ， ュ， ヨを右下に小さく書くが， ロ

ーマ字では， 直音を示すつづり字の間に， yをはさんで書くことになって

いる。 したがって， たとえば， 「キャ」を「kiya」と，「ミュ」を 「miyu」

などと書くのは誤りである。

さきに(IJにおいて述べた「じ・ぢ， ず・づ」および， 助詞の書き表わ

し方とともに， よう音の書き表わし方も， 指導の初期において， じゅうぶ

んに徹底させることが望ましい。

Niwa niwa i nai. 
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「ローマ字文の書き方」解説
弟 2 部 「ロー マ字文の書きプ］」解説＿

〔IIIJ

［備考 1 〕 以上は現代語で標準的と認められる音を． ロ ー マ字で書き表わ

す場合と． かなで書き表わす場合とを対応して示した心のである。

以上，［I〕〔IIJに掲げられたつづり方は，昭和12年 9月21日，内閣

訓令第 3号で公布されたつづり方と，実質的には同じもので，一般には，

「訓令式」と呼ばれているも②であり，また，これは，昭和29年12月9

日，内閣告示第 1号 「ローマ字のつづり方」の 「第 1 表」に掲げられて

いるつづり方とも実質的に同じものである＾

(IVJ 

［備考2〕
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ここに掲げられたつづり方は，いわゆる，「標準式（ヘボン式）」，および，

「日本式」と呼ばれているつづり方である。このうち，「shi」から 「jo」ま

でが標準式（ヘボン式） つづり方で，「di」から 「gwa」までが日本式つづ

り方である。もっとも，そのすべてではなく，各音節のつづり方のうち，

訓令式（すなわち，［I〕 〔IIJに掲げられているつづり方。）と同じつづり方

のものは省略してある。つまり，直音・よう音の各音節のうち，ここに掲げ
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られていない音節のつづり方は，標準式 （ヘボン式） ・日本式においても，
訓令式と全く同じである。 またここに掲げたつづり方は，昭和29年 12

月9日，内閣告示第1号 「ローマ字のつづり方」の 「第2表」に掲げら
れているつづり方と実質的に同じものである。

なお，訓令式（すなわち，「第1表」）のつづり方にしてもそうであるが，
標準式，あるいは，日本式 （すなわち， 「第 2表」） のつづり方によって，
語 ・ 文を書•く場合には，それぞれの方式によって，約束・習慣が定まって
いる。そこで，単に音節のつづりだけを，順次変えて並べても，語・文が
正しく書き表わされるとはかぎらない。しかし，小学校においては第2

表によるものは，必要に応じて読めればよい程度であるから，指導に際し
ては，すべて教科書に従って書けばよいと思われるので，細かい点につい

ては，解説を省略する。

ここで，学習指導において用いられるローマ字のつづり方について簡単
に述べてみよう。

ローマ字教育の発足にあたって，教科書は昭和 23年から文部省著作の
ものが用いられ，同 一内容のものが，訓令式，および，標準式のつづり方
によって編集•発行された。ついで，検定教科書が使われるようになって

から，同 一内容のものが，訓令式，および，標準式，あるいは，日本式，

および，標準式のつづり方によって発行され，各学校において，3 式のう

ちから自由に採択することができ るようになった。そして， どの式による

としても，他の 2 式についての知識もあわせて得させるようになっていた。

その後，同 一内容のものをふたとおりのつづり方によって編集•発行しな

くてもよいこ とになった。

ついで，昭和28年3 月 12日，国語審議会から， 「ローマ字つづり方

の単一化について」が建議され，同年 8 月31 日付け，文初初第568号
-143-



弟2部 「ロ ー マ字文の書き方」解説 「ロ ー マ字文の書き方」解説

をもって，関係方面に「小 中学校のローマ字学習について」（通達）が発せ 第1表 〔（ ）は重出を示す。J

られ，昭和30年度から，「第 1 表」をよりどころとし，「第2表」 につ

いての知識もあわせて学習させることとなった。 さらに，

導要領の改定に伴い，検定規準の内規において，

内閣告示節一号

このびの学習指

ローマ字のつづり方は，

小学校においては，「特別の必要のないかぎり，昭和 29 年 12 月 9 日内

閣告示第1号の『第1表』（そえがきを含む。）による。」とされ，中学校 ・

高等学校においては，「昭和29年12月9日内閣告示第 1号の『第1表』

（そえがきを含む。）による。 ただし，外国語教科書その他において，特に

必要のある場合は同じく『第2 表』によること ができる。」 とされた。

なお，内閣告示第1 号は次のとおりである。

（原文は「ローマ字のつづり方」
以下以外は縦書き。 ） 

国語を書き衷わすに用いるローマ字のつづり方を次のように定める。

昭和二十九年十二月九日
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e
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ta 

ya 
ra 

wa 
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(i) 
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(zi) 

bi 
pi 

SU 
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zu 

(zu) 
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syo

tyo

nyo

hyo

ma mu mo 

yo

ro 

(o) 

go

zo 

do 

bo 

po

kya

sya

tya

nya

hya

mya

kyu

syu 

tyu 

nyu

hyu

myu myo

rya ryu ryo

gya

zya 
(zya)

bya

pya

gyu 

zyu

(zyu)

byu

pyu

gyo

zyo 
(zyo)

byo

pyo

第 2
 

表

sha shi sho 

内閣総理大臣 吉 田 茂
cha chi cho 

ローマ字のつづり方
•
I
 

.
J

du dya

shu 

tsu 

chu 

fu 
ju 

dyu

jo 

dyo

え が き

ー 一般に国語を書き表わす場合は、第1表に掲げたつづり方によるもの

とする。

2
 

国際的関係その他従来の慣例をにわかに改め がたい事情にある場合に

限り、第2表に掲げたつづり方によつてもさしつかえない。

3
 

前二項のいずれの場合においても、おおむねそえがきを適用する。
-144-

ja
di 

kwa 

gwa

WO 

そえ が き

前表に定めたもののほか、おおむね次の各項による。
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第2部 「ローマ字文の書き方」解説

1 はねる音 「ン」はすべて n と書く。

2 はねる音を表わす n と次にくる母音字またはyとを切り離す必要が

ある場合には、n の次に
．

を入れる。

3 つまる音は、最初の子畜字を重ねて表わす。

4 長晋は母畜字の上に ＾ をつけて表わす。 なお、 大文字の場合は母音

字を並べてもよい。

5 特殊音の書き表わし方は自由とする。

6文の書きはじめ、および固有名詞は語頭を大文字で書く。なお、固有

名詞以外の名詞の語頭を大文字で書いてもよい。

〔V〕

［備考3〕 特殊な音の書き表わし方については自由とする。

自由とはいうものの，全くの自由ではなく，やはり，従来からの習慣的

な書き表わし方がほぼ定まっている。これらは外来語や外国の地名・人名

また，方言やくずれた言い方を書く場合などに使われる場合が多い。第1

表のつづり方による場合，特殊音はだいたい次のように書き表わされるの

が普通である。

ye（イェ）

kwa (クワ）
s'i（スィ） sye (シェ）
t'i（ティ） t'u (トゥ） tye（チェ）

twa (ツァ） t we (ツェ） two（ツォ）

｛心
wa（ファ） ｛忙（フィ） ｛心

we（フェ） 似°（フォ）
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wi（ウィ） we（ウェ） WO（ウォ）
gwa（グヮ）

zye (ジェ）
di（ディ） du (ドゥ）

va（ヴァ） vi (ヴィ） vu（ヴ） ve (ヴェ） VO（ヴォ）

〔VI〕

3 いわゆる長母音は，その文字の上にやまがた［＾］をつけて表わすか，また
は母音字を重ねて表わす。ただし「ていねい」「命令」などの「エイ」は
eiとする。

obasan おはあさん ncsan ねえさん
Tokyo 東京 ryor i 料理
kuki 空気 tyui 注意
ok ii, ookii 大きい tu..sai 小さい
te inei ていねい meir． e1 ＾

"n ＾ 
n 

［＾］をつけるか， 母音字を重ねて表わすとあるが，［＾］をつけるのが一

般的であり，母音字を重ねるのは，表題などで，•また，地名・人名，ある

いは，物品名などを大文字ばかりで書く場合，あるいは，文の初めや固有

名詞など，語頭を大文字で書く場合に使われる。しかしこれらの場合にも

［＾］をつけ下表わしていることも多い。 なお， 「ア・ウ・エ・オ」 の長音

には［＾ ］をつけるが，「イ」の長音だけは，習慣的に 「ii」で表わし，「f」，

または，「i」はほとんど行なわれていない。

なお，「第2 表」 のつづり方のうち， 標準式のつづり方による場合は，

［＾］でなく，「ぼう[
―

]」をつけるのが普通である。
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第2 部 「ローマ字文の書き方」解説

〔VII〕

4 はねる音は，すべて n で表わす。
sannm 三人 s inbun 新聞

denp o 電報 kant oku 監督

t enk i 天気

これも，標準式のつづり方による場合には，原則として n で表わすが，

はねる音 「ン」が b,m, pの前にくる場合には， 次に示す ように，mで表

わすのが普通である。

sh迦bun (s inbunJ 新聞

te�mongaku (tenmongaku J 天文学

porn四 〔pon pu 〕 ボンプ

（上の例の［ J内は，第1表のつづり方による書き方である。）

[VIIIJ 

［注意〕 はねる音を表わすnの次にすぐに母音字またはyが続く場合に
は，nのあとに切るしるし[']を入れる。

gen' i n 原因 kin'yob i 金曜日

切るしるしを入れ なければ，gen in は「ゲニン」と ，k in yobiは「キニョ

ウビ」と読むことになる。「単位」 などは，必ず 「tan' i」と書かなければ，

「谷」(tan i)と読まれることになる。音を切るしるしとしては，教科書で

はだ いたヤヽl']が使われているが，社会一般では，「つなぎ」[ - ]を使って，

「gen- in 」,「kin- yob i」のように響かれていることもある。
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(IXJ 

5 つまる音は，次にくる子音字を重ねて表わす。
Nipp on 日本

k itt e 切手
ossyaru おっしゃる
tyott o ちょっと

gakko 
zass1 
syupp at u 

ただし次のような場合はアボストロフ[']を使って示す。
"A'" t o sake bu. 「あっ」と叫ぶ。

学校

雑誌

出発

つまる音の次によう音がくる場合には， 次のように， よう音を表わす最

初の子音字を重ねて表わす。

issyo 一生

tekkyo 鉄橋

ha ttyaku 発着

ha ppy6 発表

な お， 標準式では，tr:いたいにおいて， 次にくる子音字を重ねて表わす

が，「sh 」，および「ts 」の前では，「sh 」,「ts 」を重ねずに，「s」，「t」 だけ

を重ねて表わし ，「ch 」の前では，「ch 」， または 「c 」を重ねず，「t」を用

いて表わす。

ossharu (ossyaru J 

yo ttsu (yo ttu J 

おっしゃる

四つ

ma tch i⑮a ttiJ マッチ

ha tchaku 〔証ttyaku J発瘤

（上の例の〔 〕内は，第1表のつづり方による書き方である。）

アボストロフを使って示す場合には，引用例のほか， 次のような場合も

ある。

Inu no na wa " Po ti "'te iu no da. 

いぬの名はポチっていうのだ。
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第 2 部 「ローマ字文の書き方」解説

[X] 

6 文の最初の単語や固有名詞やその他必要のある場合には，その語頭に大文
字を用いる。

Kyo wa kin'yobi desu. 

きょうは金曜日です。
T6ky6 東京 Huzisan 富士山

この表わし方が最も一般的であるが， 第 1 表のつづり方による場合， 文

中の普通名詞も， その語頭を大文字で書く書き方もある。 また， 第 2 表の

うち， 日本式のつづり方による場合には， 次の例に示したように， 文中の

普通名詞の語頭も必ず大文字で書くことが習慣となっている。

Kireina Midu no nagarete iru Kawa ga atta. 

きれいな水の流れている川があった。

Tugi wa Syakwaikwa no Zikan desu. 

次は社会科の時間です。

[XI] 

〔付記 1] 外来語は国語音のつづり方に従って書く。
inki インキ naihu ナイフ

tabakoたばこ ranpu ランプ

要するに， 原語のつづり字や発音にこだわらずに書けばよいのである。

[XII〕

〔付記 2〕 外国語（地名・人名を含む。）のローマ字つづりは，原則として原
語に従って書く。ただし日本語ふうに呼びならわした地名・人名は外来語
なみに扱う。

ー 150-

「ローマ字文の書き方」解説

原語に従って書いただけでは， 児童に読めないおそれがあるから， 次に

示すように，（ ）内に日本語ふうの読みを入れるとか，まず，日本語ふう

に書き，（ ）内に原語のつづりを示すとかの方法が行なわれている。 な

ぉ， 原語のつづりはイタリック体などが使われる。 しかし， 原語のつづり

を全く省略してある場合も多い。
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